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秋田 長野
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 * (C) 26 2 5 10 2 5 6 4 * (C) 19 1 7 2 3 4 4

5 - - - - - - - 5 * 9 0 2 5 4 8 0

6 * 15 0 7 1 2 14 2 6 11 1 2 4 2 0 0

7 * 10 1 3 1 4 1 6 7 - - - - - - -

8 0 0 0 0 0 1 0 8 - - - - - - -

9 * 11 2 2 1 4 2 0 9 * 24 0 11 2 1 11 1

10 * 17 0 8 1 2 5 0 10 14 0 6 2 1 6 1

11 - - - - - - - 11 * 4 0 1 2 4 1 0

12 6 2 0 0 1 0 0 12 * 20 0 7 6 4 15 2

13 0 0 0 0 2 0 0 13 - - - - - - -

14 8 0 3 2 3 8 4 14 - - - - - - -

0 0
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＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル　　Ｒ…リバウンド　　As…アシスト

Copyright(c) 2011 Yuzo Kosaka All Rights Reserved Vol.007a

コーチコーチ 佐々木 信吾

山梨 歩

鶴田 美勇士

矢島 達也

竹田 寛人

瀧澤 賢志

笹倉 怜寿

石井 聖大

入野 貴幸

林 瑛司

松本 陵雅

須崎 虎太郎

小室 望海

斉藤 大輔

金久保 翔

畑澤 大地

鈴木 尚輝

髙橋 亮

河村 航亮

合計

戦　　評

記載者 大久保　千万太 （所属） 長崎県バスケットボール協会

合計

伊藤 秀太

盛實 海翔

No. 20B-1 日時：

選　手　氏　名

長谷川 暢

荒木 直

○堀内　純（愛媛）

那須　弘幸（和歌山）

中村 碧杜

選　手　氏　名

競技記録

秋田 長野93 101

2014年10月20日(月) 会場： 長崎県立総合体育館10:00

少年男子３回戦

主審

副審

●

３回戦、秋田県対長野県。秋田県はマンツーマン、長野県はゾーンプレスからゾーンでスタート。試合序盤は両

チーム一進一退の展開で進むが、秋田県が＃４や＃１０の速攻での得点でリードを奪う。対する長野は、＃９のリ

バウンドシュートと＃１２のジャンプシュートなどで攻撃を展開していき、１Ｑを１９－２３で終える。２Ｑ、開始２分で２

３－２３の同点となり、その後も秋田県は＃４の３Ｐと速攻、長野県は＃１０と＃１２のリバウンドシュートなどで残り

３分までお互い譲らない展開が続く。残り３分から長野県はディフェンスをマンツーマンに変えるが大きく流れは変

わらず、２Ｑを４５－４１の秋田県４点リードで前半を終える。３Ｑから長野県は秋田県の＃４をフェイスガードし、

徐々に流れを引き寄せ残り３分に逆転する。その後も長野県が優位に試合を進め、６５－７３の長野県８点リード

で最終Ｑへ。４Ｑ、秋田県はオールコートのプレスディフェンスに変え反撃を試みるが長野県の勢いは止まらず、残

り６分長野県＃１２のミドルシュートが決まりリードが１２点に広がったところで秋田県はタイムアウト。その後も長野

県は勢いに乗り、残り４分で１６点差をつける。残り４分で秋田県もオールコートのディフェンスから流れを引き寄せ

＃４のバスケットカウントで８２－９０と８点差まで詰め寄る。さらに、残り１分＃７の３Ｐで２点差に迫る。しかし、最

後は長野県が＃９と＃４の１対１で得点し、１０１－９３で長野県が勝利を収めた。
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